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日 時：2009 年 12 月 11 日（金）9:50～17:10 
場 所：国際高等研究所セミナー2 室 
出席者：廣田 勇、荒木 徹、竹本修三 
 
（１）教室及び関係部局等の歴史に関して 
[廣田] これまで 2 回の研究会で海洋の歴史が抜けている。野満、瀬野、速水、国司さん達による
海洋・陸水分野の話も必要。 








     歴代スタッフの在任期間年表 
     論文・著作物リスト 
1.2 新事実の発掘・記録 （例：上賀茂傾斜計） 
2．評価 
2.1 研究：論文リスト，引用数，賞，（例：前回廣田講演） 
     質の吟味，専門家の評価 
2.2 教育普及活動・後進育成 
2.3 研究環境整備： 
          組織（研究所・研究施設・観測所）整備 
     学術会議・学外委員会・国内外学会等 
     プロジェクト推進，他へのサービス 
















のための計算機ネットワークやデータシステムの構築・改善に多大の貢献をして、2006 年 9 月 3
日に 58 歳で亡くなった亀井豊永さんの追悼文集を出した（2009 年 1 月）。これも歴史記録の一つ
 89
である。IAGA は，彼の国際貢献を認めてメダルを授与している。 
[竹本] 第一講座では上賀茂地学観測所に今井湊（いたる）さんがいた。今井さんは 1906 年生れで



















巴林における傾斜計観測の論文は、1950 年に Trans. Am. Geophys. Union に掲載された後、国際
誌に多くの引用がある。 












先生のメインテーマが Sq であったことと関系があるように思う。 










った。中川さんは、あちこちに働きかけて、南極に 1 台、オーストラリアに 1 台、北極ニューオル
 90
センに 1 台の SG を置く道筋を立てるとともに、京都の 2 台の SG のうちの 1 台をインドネシアに
移設する計画を立てるなど、まさにグローバルな SG 観測網の構築に貢献した。いま、SG ネット




















































[廣田] 地団研にからむ地物と地質の断絶の根源もそのあたりにある。第 2 回研究会の大陸移動説
の話で、尾池氏はそのことに触れなかったが、プレート・テクトニクスの考え方が京都で受け入れ
られなかったことは実に深刻な問題である。 
[竹本] 2002 年 3 月に地鉱教室の 80 周年記念「教室の近況：最近 5 カ年」の冊子が出版されたが、
そのなかの「教室の沿革」の章で、“1971 年、岩石学講座に早瀬一一、物理地質学講座に笹島貞雄
が教授就任した。”との記述がある。そのあと、“1978 年、鉱物学教室では 1961 年以来空席だった
教授に森本信男が大阪大学から転任、1981 年、金沢大学から坂野昇平が岩石学講座に、1986 年に
東京大学から鎮西清高が地質学講座に教授就任した。1989 年、西村進が物理地質学講座の教授に昇
任し、1990 年に志岐常正が教授昇任した。”と述べられている。1971 年から 1978 年まで教授人事
が動いていない。 
プレート・テクトニクス批判の頂点にいたのがソ連の V.V.ベロウゾフである。この頃、私も和田
さんからベロウゾフの本を読めと言われ、地団研グループが訳した日本語の本を読んだ。70 年代の
地鉱教室は地団研の人が多かったので、京大でプレート・テクトニクスが受容されるまでに大分時
間がかかった。このことによる研究の立ち遅れは痛い。しかし、プレート・テクトニクスも１つの
仮説であり、プレート・テクトニクスでは説明がつかない観測事実もいろいろある。これを踏まえ
て、プレート・テクトニクスを超えるモデルが京大から生れることを期待したい。 
 
